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アジアモンスーン観測年 (AMY)

AMY (Asian Monsoon Years) Coordinated Observations
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アジアモンスーン年 (AMY 2007-2012)は，世界気候研究計画 (WCRP)の中の国際モンスーン研究計画 (IMS)の一環と
して，統合的な観測とモデリングにより，地球の陸地・海洋・大気・水圏・雪氷圏・人間活動を含む生物圏の複雑な相互
作用により成立しているアジアモンスーンの理解を深め，その予測精度の向上をめざす総合的な研究プロジェクトであ
る。2008-2009年には，最初の集中観測 (IOP)を実行する予定である。
本発表では，AMY における統合的集中観測の概要を紹介するともに，冬の東南アジアにおいて，北東モンスーンの下

で発生した豪雨に関して，その多重スケール連関による発生機構についての予察的成果について報告する。


